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毎年 10 月に改定される最低賃

金。2024 年の全国加重平均は、

2023年より 51円高い 1,055円と

なった。これを受け、三重県の最

低賃金は 1,023円に上昇した。 

目標としていた全国加重平均

1,000 円を 2023 年に達成した政

府は、次なる目標として 2030 年

代半ばまでに 1,500 円を目指す

ことを「経済財政運営と改革の基

本方針 2024」（骨太の方針 2024）で示している。また、先の衆議院選挙 2024 で各政党が 2020 年

代に 1,500 円に引き上げることを選挙公約として掲げていた。しかし、継続的な賃金の引き上げ

は、労働者の収入増加による消費の活性化などが期待される一方で、企業側からみると人件費上

昇による収益の悪化などが懸念されている。 

そこで、帝国データバンク四日市支店は、最低賃金改定に対する三重県内企業の見解について

調査を実施した。本調査は、TDB景気動向調査 2024年 9月調査とともに行った。 

※ 採用時最低時給（平均値）は、小数点第 1 位を四捨五入している（日給、週給、月給の場合、時給に換算） 

※ 調査期間は 2024年 9月 13 日～30 日、調査対象は三重県：323 社で、有効回答企業数は 122社（回答率 37.8％）

全国：対象 2 万 7,093 社で、有効回答企業数は 1 万 1,188社（回答率 41.3％） 

  

三重県内企業の最低賃金と採用時の最低時給に関する実態調査（2024 年 9 月） 

採用時の最低時給は 1,085円 

人材確保を背景に最低賃金より 62 円高く 

 

 

調査結果（要旨） 

1. 従業員採用時の最低時給は平均 1,085円、2024年改定の最低賃金を 63円上回る 

2. 業界別では、『建設』が 1,221円でトップ、業界間で格差 

3. 都道府県別 三重県は 24番目 

～ 「三重県」全国では 24番目、業界格差も目立つ ～ 

三重県最低賃金と採用時の最低時給 

四日市支店 

住所:四日市市浜田町 2-14 

浜田マルキビル 3F 

TEL:059-353-3411 

URL:https://www.tdb.co.jp 
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1.従業員採用時の最も低い時給は平均 1,085円、最低賃金時間額を 62円上回る 

正社員、非正規社員を問わず、従業員を採用するときの最も低い時給を尋ねたところ、三重県

内企業の平均は 1,085円となり、改定後の最低賃金 1,023円を 62円上回った。なお、全国平均は

1,167円で三重県はこれを 82円下回った。 

業界別では、『建設』（1,221円）がトッ

プとなった。以下、『サービス』（1,145円）、

『卸売』（1,093円）が続き、3業界で平均

を上回った。一方、『農林水産』は 942 円

で 2024 年の最低賃金 1,023 円を下回る水

準にとどまり、このほか『不動産』（1,025

円）、『小売』（1,029円）はこれに迫ってお

り、業界間で差が大きいことが分かる。 

規模別では、大企業は 1,089円、中小企業 1,084円、うち小規模企業 1,083円となっている。 

2.都道府県別 「三重県」は 24番目 

正社員、非正規社員を問わず、採用時の最低時給を都道府県別で比較すると、最も高かったの

は「東京」の 1,340 円で、全国で唯一

1,300円を超えた。以下、「神

奈川」（1,277 円）、「大阪」

（1,269円）、「愛知」（1,208

円）、「埼玉」（1,205円）、「千

葉」（1,202 円）の 5 府県が

1,200円台となった。 

三重県（1,085円）は都道

府県別で 24番目となった。 

一方、「青森」（984 円）、

「秋田」（990円）、「鹿児島」

（991円）の 3県は最低時給

の平均が 1,000 円を下回っ

た。特に、「青森」は改定さ

れた最低賃金と採用時の平

均時給の差額が最小で、「秋

田」「鹿児島」も＋30円台の

差額にとどまっている。 

最低賃金と採用時の最低時給～都道府県別～ 

採用時の最低時給～業界別～ 
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 資料のお問い合わせ先 

株式会社帝国データバンク 四日市支店 

           担当：服部 TEL 059-353-3411 FAX 059-353-4109 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複

製および転載を固く禁じます。 

〈参考〉 三重県内企業からのコメント 

・都道府県ごとに変化があるため、まだ救われていると感じるが、業界の収益性から考えると、非常

に厳しい状況。また、社会保険含めて、労働者に対する手厚い法律が厳しさを増しており、倒産す

る中小企業は今後増えると考える                    （スーパー・ストア） 

・最低賃金を下回ってしまった。今年の新入社員の給与を期の途中で賃上げすることになり、困ってい

る。労働日数を増やして年間休日を増やせばクリアーになるが、働くことなく、給与をあげなくては

ならないこの国は、どんどん右肩下がりが懸念される               （自動車販売） 

・賃上げの必要性については理解できるが、最低賃金に関しては去年・今年と上がり幅が大きすぎて厳

しい。業績が上向いている企業であれば対応は可能だが、そうでない中小企業にとっては負担が大き

すぎる                           （化粧品卸売） 

・社会、企業成長を追い越しすぎ。スピード違反である。が、社員の給料が上がるのは悪いことではな

い                                    （繊維製品製造） 

・103 万、130 万の壁をそのままに最低賃金だけ変えてもひどくなる一方。また、社会保険料を企業に

負担させるのもおかしい                           （文房具小売） 

・日本社会全体の為に最低賃金はもっと上げるべき       （ぶどう糖など糖類製造） 

 

まとめ 

本調査の結果、三重県内企業の従業員を採用するときの最低時給の平均は 1,085円となり、2024

年改定後の最低賃金の 1,023円を 62円上回った。人手不足により採用競争が激化する中、最低賃

金での募集では継続的な従業員の確保が難しいため、最低賃金を上回る金額に引き上げざるを得

ない企業が多いと考えられるが、業界間では格差が表れている。他県に目を向ければ物価の違い

などにより、地域間での格差も顕著に表れ、2024 年度の最低賃金時間額と採用時の最低時給との

間に乖離が生じている。 

物価上昇が続く状況下、「従業員の給料を上げることで消費を促す必要がある」といった声があ

る一方、「130万円の壁を超えないようにするため、労働時間を抑える従業員が増え、人手不足が

加速する」という声も多数聞かれる。 

政府は、最低賃金の引き上げを続けるだけではなく、人手不足や価格転嫁への対応、社会保障

制度の改定など、企業の経営状況がひっ迫しないよう政策を打ち出していく必要が急がれる。 

  

 

 

 


